
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寺尾第二地区民生委員児童委員協議会 

令和８年４月～７月までの取り組み 
 

 
地域福祉の増進に努めるものとして・・ 

地区社協の行事は、地域福祉の牽引役と

して、事業や行事の企画・運営に民生委員

児童委員が中心となって携わっています 

生き活きお食事会は、寺尾第二地区で最初に取り組んだ高齢

者向けの集いの場です。地区を３つのグループに分け、毎年春

と秋に開催しています。季節感を大切にした献立作りから、イ

ベントや健康づくりのお話など、毎回スタッフが何か月もかけ

て企画しています。 

お一人では行き帰りに不安がある方を民生委員が送迎して

いるグループもあります。 

地域の相談役として・・・ 
障がいの理解のための講座、認知症サポーター

養成講座 その他 研修・講座の運営、参加 

 

地域には様々な方々がお住まいです。周囲の理解がないために辛い思いや悲しい思いをされることが減って

いくように、寺尾第二地区では、障害や、認知症を理解するための講座を毎年開催しています。 

今回は、目に見えない、周りの人が気づきにくい“パーソナリティー障害”について、横浜市鶴見区精神障

害者生活支援センターの方を講師にお迎えしてお話をしていただきました。 

 

 
〈パーソナリティー障害の主な特徴〉 

・ものの見方や、受け取り方が偏っている 

⇒コミュニケーションがうまくいかない 

・柔軟な対応が難しく、極端な反応になる 

・感情的な反応になりやすい 

 ⇒本人も困っている 

◇社会生活を送る中で対人関係や日常生活に 

大きな支障が生じ生活のしづらさが生じる 

◇個性と障害の境界線が難しい 

 

〈コミュニケーションの

ポイント〉 

① ほどよい距離感を保つ 

② できることできないこ

とを伝える 

③ 極端な行動には落ち着

いて対応する 

＊理解と距離感の 

両立が必要 

 

〈参加者の声〉 

・難しい障害ですが、とても 

分かりやすいお話でした 

・距離感の取り方が大切で

難しいと思いました 

・貴重な機会でとても参考

になりました 

・障がいを理解することが

大切だと実感しました 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寺尾第二地区では、年３回「福祉保健講座」を開催しています。第一講は高齢者支援の講座です。講師の

先生には、その時々で大切と思われる健康ワードにスポットを当てた講座をお願しています。 

今年は、鶴見区福祉保健センターの岩田センター長に『フレイル 防いで ふれあえる 寺二（ふふふ 

なてらに）』と題して、お話をしていただきました。途中、体とお口の体操を、実演を交えながら、分かり

やすく教えていただきました。参加された方々も、大きな声を出したり、足を上げたり、心までほぐれてい

くようでした。その様子をご覧ください。 

体育室には 

笑顔が 

あふれて 

いました 


